
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく

Ⅰ．社会保障制度と社会福祉

１．社会保障の概念・目的　2.社会福祉の法制度

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

1.現在の社会状況を踏まえ、社会保障の動向と問題について述べる

ことができる

各コマに

おける

授業予定

Ⅱ．現在社会の変化と社会保障・社会福祉の動向

１．現代社会・地域社会の変化　②．社会保障・社会福祉の動向

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．医療保障について説明できる

各コマに

おける

授業予定

Ⅲ．医療保障

１．医療保障制度の沿革　2.医療保障制度の構造と体系　3.健康保

険と国民健康保険

森本　正章
実務経験と

その関連資格

科  目  名

看護学科

社会保障制度

科　目　区　分

系統看護学講座　基礎専門分野　社会保障・社会福祉　医学書院

私たちは、生まれてから死ぬまでの生活において、様々な困難に直面する。社会の様々な立場から人間の健康に関わることが期待され

る看護師にとって社会保障や社会福祉の各制度の知識・素養を身につける。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

2年生 教室名

担 当 教 員

使用教材

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

授業以外での準備学習

の具体的な内容

教科書の該当単元を読ん

でおく

第

5

回

第

2

回

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく

第

3

回

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく

内　　　容

1.社会保障制度の概念と目的について説明できる
授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．高齢者医療、保険診療の仕組みについて説明できる

2020

専門基礎分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

授業態度・演習態度・提出物・技術試験・終講試験などを総合的に判断する

第

4

回
各コマに

おける

授業予定

Ⅲ．医療保障

4.高齢者医療制度　　5.保険診療の仕組み

6．公費負担診療　7.国民医療費

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．介護保障について説明できる

各コマに

おける

授業予定

Ⅳ．介護保障

1．介護保険制度創設の背景と介護保障の歴史

2.介護保険制度の概要　3.介護保険制度の課題と展望



授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．年金制度について説明できる

各コマに

おける

授業予定

Ⅴ．所得保障

1．所得保障

2.年金保険制度

①年金の財政方式　②日本の年金保険制度の仕組み

第

15

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１諸手当の種類とその目的について説明できる

各コマに

おける

授業予定

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

6

回

第

7

回

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく
Ⅴ．所得保障

３．社会手当　①子ども手当て②児童扶養手当、特別児童扶養手当

③障害者手当

4.労働保険制度　①雇用保険制度　②労働者災害補償保険制度

教科書の該当単元を読ん

でおく

第

8

回

系統看護学講座

基礎専門分野　社

会保障・社会福祉

医学書院

教科書の該当単元を読ん

でおく

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

１．公的扶助の目的と仕組みについて説明できる

2.近年の社会保障の動向と課題について述べることができる

各コマに

おける

授業予定

Ⅵ．公的扶助

1．貧困・低所得問題と公的扶助　２．生活保障制度の仕組み

3.低所得者対策　4.近年の動向

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

第

10

回

第

11

回

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

第

14

回

第

12

回

第

13

回

授業を

通じての

到達目標


